


１． 	日
に ほ ん

本の学
がっこう

校（教
きょういく

育システム ・学
がっこう

校に入
はい

るには ・ 障
しょう

がいのある子
こ

ども）	 １

２． 	小
しょうがっこう

学校の１年
ねんかん

間（行
ぎょうじ

事 ・ 学
が っ き

期）	 ２

３． 	行
ぎょうじ

事の紹
しょうかい

介（始
しぎょうしき

業式～卒
そつぎょうしき

業式 ・運
うんどうかい

動会 ・遠
えんそく

足 ・ 修
しゅうがく

学旅
りょこう

行 ・ 避
ひ な ん

難訓
くんれん

練 ・ 健
けんこう

康診
しんだん

断など）	 ３

４． 	小
しょうがっこう

学校の１
いちにち

日①（スケジュール ：登
とうこう

校～下
げ こ う

校）	 ４

５． 	小
しょうがっこう

学校の１
いちにち

日②（内
ないよう

容 ： 登
と う げ こ う

下校 ・給
きゅうしょく

食 ・ お弁
べんとう

当 ・ そうじ）	 ５

６． 	勉
べんきょう

強すること（授
じゅぎょう

業 ・ 教
きょうか

科 ・ クラブ活
かつどう

動 ・ 委
いいんかい

員会）	 ６

７． 	入
にゅうがく

学の準
じゅんび

備（持
も

ち物
もの

： いつも使
つか

うもの ・教
きょうか

科で使
つか

うもの ・遠
えんそく

足で使
つか

うもの）	 ７

８． 	欠
けっせき

席 ・ 遅
ち こ く

刻 ・ 早
そうたい

退 ・ 体
たいいく

育の見
けんがく

学（伝
つた

え方
かた

・ 理
り ゆ う

由 ・ 学
がっこう

校で体
からだ

の調
ちょうし

子が悪
わる

くなったとき）	 ９

９． 	保
ほ ご

護者
しゃ

のかたへ（学
がっこう

校で必
ひつよう

要なお金
かね

・ PTA 活
かつどう

動 ・ 非
ひ じ ょ う じ

常時の下
げ こ う

校）	 10

10． 学
がっこう

校とのコミュニケーション（先
せんせい

生とのお話
はなし

・ 学
がっこう

校からの手
て が み

紙）	 11

11． 成
せいせき

績と学
がくしゅう

習のサポート（通
つう

知
ち

表
ひょう

（通
つう

信
しん

簿
ぼ

） ・ 学
がくしゅう

習のサポート）	 12

12． 日
に ほ ん

本の学
がっこう

校のルール（きまり ・ 習
しゅうかん

慣 ・ 宿
しゅくだい

題 ・ 学
まな

ぶこと ・ そうじ ・ 時
じ か ん

間を守
まも

る ・ 宗
しゅうきょう

教）	 13

13． 保
ほ ご

護者
しゃ

に気
き

をつけてほしいこと（話
はなし

を聞
き

く ・ 宿
しゅくだい

題 ・ 持
も

ち物
もの

準
じゅんび

備 ・ コミュニケーションなど）	 14

14． 相
そうだん

談できる機
き か ん

関	 15

　※中
ちゅうがくせい

学生版
ばん

のガイドブックもあります。

　※ＨＰからダウンロードすることができます。

はじめに

もくじ

本
ほんぶんちゅう

文中に ＊ マークが

ついている言
こ と ば

葉は、

覚
おぼ

えるようにしましょう。

　日
に ほ ん

本の学
がっこう

校は、みなさんの国
くに

の学
がっこう

校とは、ルールや学
がっこう

校生
せいかつ

活、勉
べんきょう

強の仕
し か た

方などがちがうか

もしれません。そのため疑
ぎ も ん

問に思
おも

ったり、不
ふ あ ん

安に感
かん

じたりすることもあると思
おも

います。

　このガイドブックでは、初
はじ

めて日
に ほ ん

本の小
しょうがっこう

学校に入
はい

る子
こ

どもと保
ほ ご

護者
しゃ

のために、日
に ほ ん

本の教
きょういく

育

システムや勉
べんきょう

強の内
ないよう

容、行
ぎょうじ

事などについて、わかりやすく説
せつめい

明しました。もしわからないこ

とがあったら、何
なん

でも先
せんせい

生に聞
き

いてみてください。

　みなさんの暮
く

らす神
か な

奈川
がわ

県
けん

の学
がっこう

校では、すべての人
ひと

がいろいろなあり方
かた

を認
みと

め合
あ

い、大
たいせつ

切

にし、支
ささ

え合
あ

っていくための環
かんきょう

境づくりをしています。その中
なか

で、外
がいこく

国につながりのある子
こ

どもの教
きょういく

育への指
し ど う

導・サポートをしています。

　子
こ

どもたちが、神
か な

奈川
がわ

県
けん

の学
がっこう

校で、安
あんしん

心して楽
たの

しい学
がっこう

校生
せいかつ

活が送
おく

れることを願
ねが

って、この

ガイドブックを作
さくせい

成しました。

〈このガイドブックに書
か

かれているのは 2O19 年
ねん

2 月
がつ

時
じ て ん

点での情
じょうほう

報です。 利
り よ う

用するときには、 最
さいしん

新の

情
じょうほう

報を確
かくにん

認してください〉



1.	 Escola Japonesa (sistema educacional, forma de ingressar, crianças portadoras de 

	 necessidades especiais)	 1

2.	 Ano letivo do Ensino Fundamental I (eventos, períodos)	 2

3.	 Apresentação de eventos escolares (cerimônia de início do ano letivo~cerimônia de formatura, 

	 gincana esportiva, excursão, viagem escolar, treinamento de refúgio, exame médico, etc)	 3

4.	 Programação diária no Ensino Fundamental I ① (horário: entrada e saída escolar)	 4

5.	 Programação diária no Ensino Fundamental I ② (conteúdo: desde a entrada até a saída da escola, 

	 merenda escolar, OBENTO, limpeza)	 5

6.	 O que estudam (aulas, matérias, atividades de clube, atividades de comissão)	 6

7.	 Preparativos para ingressar na escola (pertences: artigos de uso diário, sala de aula, excursão, etc)	 7

8.	 Ausência, atraso, saída antecipada, assistir à aula de Ed. física (como informar, motivo, como 

	 proceder quando passar mal na escola)	 9

9.	 Aos pais e responsáveis (dinheiro necessário na escola, atividades da Associação de Pais e Mestres, 

　　retorno para casa em caso de emergência)	 10

10.	Contatos e comunicações com a escola (conversar com o professor, comunicados da escola)	 11

11.	Notas e suporte nos estudos (Boletim de Comunicação, suporte nos estudos)	 12

12.	Regras das escolas japonesas (regulamentos, rotina, lição de casa, aprendizagem, limpeza, 

	 respeito ao horário, religião)	 13

13.	Cuidados que os pais e responsáveis devem tomar (ouvir a criança, lição de casa, 

	 preparar os pertences, comunicar-se)	 14

14.	Entidades para consultas	 15

	 ※Tem guia para estudantes do Ensino Fundamental II também.

	 ※Poderá baixar através da página do site.

  As regras, a vida escolar e a forma de estudar das escolas japonesas podem diferir das 
escolas do seu país de origem. Por isso, pode ser que tenha dúvidas e se sinta inseguro.
　Neste guia contém explicação para as crianças que vão ingressar no Ensino Fundamental I 
e aos pais e responsáveis, sobre o sistema de ensino japonês, conteúdos de estudo e eventos 
escolares. Quando tiver dúvidas, pergunte aos professores.
  As escolas da Província de Kanagawa, procuram criar um ambiente para que todos aceitem 
a diversidade, sejam valorizados e tenham apoio.　E para isso, procuram orientar e apoiar o 
estudo das crianças que têm vínculo com país estrangeiro.
  Preparamos este guia para que as crianças possam levar uma vida escolar, segura e 
agradável nas escolas de Kanagawa.

〈As informações contidas neste guia são do mês de fevereiro de 2019. Quando forem usar este 

guia, por favor verifiquem se os dados são mais recentes.〉

Procure aprender as 
palavras que estão 
com asterisco ( ＊ ).
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Índice



・	義
ぎ む

務教
きょういく

育は、 ６歳
さい

～ 15 歳
さい

までの９年
ねんかん

間です。

	 子
こ

どもの歳
とし

で学
がくねん

年が決
き

まります。

・	小
しょうがっこう

学校は、 ６歳
さい

を過
す

ぎた最
さいしょ

初の４月
がつ

に入
にゅうがく

学しま

	 す。 小
しょうがっこう

学校には６年
ねんかん

間通
かよ

います。

・	小
しょうがっこう

学校と中
ちゅうがっこう

学校の授
じゅぎょうりょう

業料と教
きょうかしょ

科書は無
むりょう

料です。

・	通
かよ

う学
がっこう

校は住
じゅうしょ

所によって決
き

まっています（学
が っ く

区

	 と言
い

います）。

・	小
しょうがっこう

学校と中
ちゅうがっこう

学校では、 成
せいせき

績によって進
しんきゅう

級でき

	 ないことはありません。

・	子
こ

どもの勉
べんきょう

強が心
しんぱい

配なときは、 担
たんにん

任の先
せんせい

生に

	 相
そうだん

談してください。

・	高
こうこう

校で勉
べんきょう

強したいときは、 みんな入
にゅうがく

学試
し け ん

験を

	 受
う

ける必
ひつよう

要があります。

・	高
こうこう

校や大
だいがく

学、 短
たんだい

大、 専
せんもん

門学
がっこう

校は、 入
にゅうがく

学金
きん

や

	 授
じゅぎょうりょう

業料などのお金
かね

が必
ひつよう

要です。

　教
きょういく

育システム

・	市
し

役
やくしょ

所 ・ 区
く

役
やくしょ

所や町
まち

役
や く ば

場 ・ 村
むら

役
や く ば

場で、 子
こ

どもを学
がっこう

校に入
にゅうがく

学させたいことを伝
つた

えてください。

・	日
に ほ ん ご

本語に不
ふ あ ん

安があるときは、 相
そうだん

談機
き か ん

関などに相
そうだん

談してみてください。（→ p.15）

　学
がっこう

校に入
はい

るには

・	障
しょう

がいのある子
こ

どものための特
とくべつ

別支
し え ん

援学
がっこう

校＊があります。

・	また、 学
がっこう

校の中
なか

に１クラスの人
にんずう

数が少
すく

なく、 一
ひ と り

人ひとりにあったプログラムがある特
とくべつ

別支
し え ん

援学
がっきゅう

級＊

	 のある学
がっこう

校もあります。 役
やくしょ

所か学
がっこう

校に相
そうだん

談してみてください。

　障
しょう

がいのある子
こ

ども

１. 日
に ほ ん

本の学
が っ こ う

校

就
しゅう

 職
しょく

小
しょうがっこう

学校

１年
ねんせい

生（６〜７歳
さい

）

２年
ねんせい

生（７〜８歳
さい

）

３年
ねんせい

生（８〜９歳
さい

）

４年
ねんせい

生（９〜 1O 歳
さい

）

５年
ねんせい

生（1O〜 11 歳
さい

）

６年
ねんせい

生（11〜 12 歳
さい

）

中
ちゅうがっこう

学校

１年
ねんせい

生（12〜 13 歳
さい

）

２年
ねんせい

生（13〜 14 歳
さい

）

３年
ねんせい

生（14〜 15 歳
さい

）

義ぎ 

務む 

教
き
ょ
う 

育い
く

高
こう

 校
こう

大
だいがく

学・短
たんだい

大・専
せんもん

門学
がっこう

校

1



	・	O ensino obrigatório é de 9 anos, dos 6 aos 15 

	 	anos de idade.  A série será decidida de 

	 	acordo com a idade da criança.

	・	Ingressa-se no Ensino Fundamental I , no 

	 	primeiro mês de abril após completar 6 anos 

	 	de idade. E frequenta durante 6 anos.

	・	No ensino fundamental, as aulas e os materiais 

	 	didáticos são gratuitos.

・A escola que irá frequentar será decidida pelo 

	 	endereço (GAKKU).

	・	Não há reprovação devido as notas.

	・	Quando tiver alguma preocupação quanto 

	 	aos estudos do seu filho, consulte o professor 

	 	encarregado.

	・	Se quiser cursar o Ensino Médio, todos terão 

	 	que prestar exame de admissão.

	・	Para estudar no ensino médio, universidade, 

	 	faculdade de curta duração e escola de curso 

	 	técnico, necessitará de dinheiro para taxa de 

	 	matrícula, taxa de aulas, etc.

　Sistema Educacional

　Para ingressar na escola
	・	Informe a prefeitura ou subprefeitura mais próxima da sua residência sobre a intenção de 

	 	 ingressar na escola.

	・	Se tiver preocupação quanto a língua japonesa, consulte as entidades.（→p.15)

	・	Há escolas de educação especial para alunos com algum tipo de deficiência.

	・	Além disso, as escolas públicas têm salas com poucos alunos, onde oferecem apoio com programa 

	 	 de estudo adequado para cada aluno. Consulte a prefeitura ou a escola.

　Crianças portadoras de necessidades especiais

１. Escola Japonesa

Ensino 
Fundamental I 
(SHOGAKKO)

1.O ano（６～７anos）

2.O ano（７～８anos）

3.O ano（８～９anos）

4.O ano（９～10anos）

5.O ano（10～11anos）

6.O ano（11～12anos）

Ensino 
Fundamental II 
(CHUGAKKO)

1.O ano（12～13anos）

2.O ano（13～14anos）

3.O ano（14～15anos）

Ensino Médio (KOUKOU)

Universidade, faculdade de curta 
duração, escola de curso técnico

Ensino  
obrigatório

Empregar-se

1



Piscina

　

夏
なつやす

休み

４月
がつ

６月
がつ

５月
がつ

７月
がつ

８月
がつ

Cerimônia	
de	início

(★Gincana	esportiva)Medição	de	
peso	e	altura

abr. maio jun. jul. ago.

Férias de verão

夏
なつやす

休みにはたくさんの

宿
しゅくだい

題が出
で

ます。

いろいろな所
ところ

で、 夏
なつやす

休み中
ちゅう

に学
がくしゅう

習支
し え ん

援をしているので、

ぜひ行
い

ってみてください！

（→ p.12）

Férias de verão

Nas férias há muitas tarefas.

Durante	as	férias,	há	vários	

locais	onde	dão	suporte	nos	

estudos.	Aproveite	essa	

oportunidade!（→ p.12）

2

２.小
しょうがっこう

学校の１年
ね ん か ん

間

【３学
が っ き

期制
せい

／　　　　　】　　　　　　　　　　　１学
が っ き

期／1.O período

【２学
が っ き

期制
せい

／　　　　　】 前
ぜ ん き

期／

Sistema de 
3 períodos

Sistema de 
2 períodos 1.O semestre

　始
しぎょうしき

業式　　　身
しんたいそくてい

体測定　　　　　 （★運
うんどうかい

動会）　　　　　　プール

★入
にゅうがくしき

学式　　 　　　　　　　　　　　宿
しゅくはく

泊体
たいけん

験学
がくしゅう

習

★Cerimônia	
　de	ingresso

				Viagem	de	Estudos	
　	sociais	(acampamento)

	・	学
がっこう

校によって行
ぎょうじ

事や日
にってい

程はちがいます。

	・	４月
がつ

に年
ねんかん

間予
よていひょう

定表が配
くば

られるので、 確
かくにん

認するといいでしょう。

	・	保
ほ ご

護者
しゃ

が参
さ ん か

加するものには 「★」 マークを付
つ

けました。

※長
なが

い休
やす

みの前
ぜ ん ご

後は授
じゅぎょう

業が午
ごぜんちゅう

前中に終
お

わるので、 給
きゅうしょく

食を食
た

べないで家
いえ

に帰
かえ

ります。

学
が っ き

期（表
ひょう

の上
うえ

を見
み

てください）

	・	１年
ねん

を２回
かい

か３回
かい

に区
く ぎ

切ったものを学
が っ き

期と言
い

います。

　学
が っ き

期の終
お

わりには通
つう

知
ち

表
ひょう

（通
つう

信
しん

簿
ぼ

）が渡
わた

されます。 （→ p.12）

	・	学
がっこう

校によって区
く ぎ

切り方
かた

がちがいます。

※２学
が っ き

期制
せい

も３学
が っ き

期制
せい

も授
じゅぎょう

業日
にっすう

数にちがいはほとんどありません。



　

	・	Os eventos e as datas diferem conforme as escolas.

	・	Confira o calendário anual que será distribuído em abril.

	・	Os eventos em que os pais e responsáveis participam estão marcados com 「★」

※	Véspera de feriado prolongado, a aula termina no período da manhã. Portanto, voltará 

	 	 para casa sem almoçar.

Períodos do ano letivo (veja o gráfico acima)

	・	O ano letivo é dividido em 2 ou 3 períodos. No final do último período receberá Boletim 

	 	 de Comunicação. ( → p.12)

	・	A delimitação dos períodos difere conforme as escolas.

※Não há muita diferença nos dias do ano letivo nos sistemas de 2 e 3 períodos.

冬
ふゆ

休
やす

み 春
はる

休
やす

み

９月
がつ

12 月
がつ

11 月
がつ

1O 月
がつ

１月
がつ

２月
がつ

３月
がつ

修
しゅうがく

学旅
りょこう

行

遠
えんそく

足・社
しゃかいか

会科見
けんがく

学

Viagem escolar
Excursão / visita para estudos sociais

Cerimônia de 
encerramento

★ Cerimônia de 
　 formatura

　修
しゅうりょう

了式
しき

★卒
そつぎょう

業式
しき

秋
あき

休
やす

み

set. out. nov. dez. jan. fev. mar.

Férias de 
invernoFérias de

outono

２. Ano letivo do Ensino Fundamental I

Férias de 
primavera

2

２学
が っ き

期／ ３学
が っ き

期／

後
こ う き

期／

2.O período

2.O semestre

3.O período

（★運
うんどうかい

動会）

(★Gincana esportiva)
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終
しゅうぎょうしき

業 式 ＊
学
が っ き

期の終
お

わりの式
しき

です。通
つう

知
ち

表
ひょう

（通
つう

信
しん

簿
ぼ

）( → p.12) をもらいます。

修
しゅうりょうしき

了式＊（３月
がつ

） １年
ねん

の学
がくしゅう

習の終
お

わりの式
しき

です。

卒
そつぎょうしき

業式＊（３月
がつ

）
小
しょうがっこう

学校での学
がくしゅう

習が終
お

わったことを

お祝
いわ

いするための式
しき

です。

３.行
ぎ ょ う じ

事の紹
しょうかい

介

運
うんどうかい

動会＊

競
きょうぎ

技やダンスなどの発
はっぴょう

表をして、仲
な か ま

間と協
きょうりょく

力して

運
うんどう

動を楽
たの

しみます。春
はる

か秋
あき

におこなわれます。

昼
ちゅうしょく

食は保
ほ ご

護者
しゃ

と一
いっしょ

緒にお弁
べんとう

当を食
た

べます。

遠
えんそく

足（社
しゃかい

会見
けんがく

学）＊
公
こうえん

園や博
はくぶつかん

物館などに行
い

って、自
し ぜ ん

然や歴
れ き し

史・文
ぶ ん か

化を

楽
たの

しみながら学
がくしゅう

習します。（持
も

ち物
もの

の準
じゅんび

備→ p.8）

修
しゅうがく

学旅
りょこう

行＊
６年

ねんせい

生が１～２泊
はく

する学
がくしゅう

習旅
りょこう

行です。みんなで旅
りょこう

行

することで、先
せんせい

生やクラスメイトとの交
こうりゅう

流を深
ふか

めます。

宿
しゅくはく

泊体
たいけん

験学
がくしゅう

習＊

（林
りんかん

間学
がくしゅう

習、臨
りんかい

海学
がくしゅう

習）

学
がっこう

校やそれ以
い が い

外の場
ば し ょ

所で、先
せんせい

生とクラスメイトと一
いっしょ

緒

に泊
と

まります。ハイキングをしたり、ご飯
はん

を作
つく

ったり

します。（持
も

ち物
もの

の準
じゅんび

備→ p.8）

避
ひ な ん

難訓
くんれん

練＊

火
か じ

事や地
じ し ん

震や津
つ な み

波が起
お

きたときのための訓
くんれん

練です。

安
あんぜん

全に早
はや

く避
ひ な ん

難する方
ほうほう

法を知
し

ります。防
ぼうさい

災ずきんや

ヘルメットを使
つか

います。（持
も

ち物
もの

→ p.7）

行
ぎょうじ

事の名
な ま え

前 内
ない

 容
よう

身
しんたい

体測
そくてい

定＊
校
こうない

内で養
よ う ご

護の先
せんせい

生が、子
こ

どもの身
しんちょう

長、体
たいじゅう

重を

はかります。年
ねん

に数
すうかい

回おこないます。

健
けんこう

康診
しんだん

断＊

子
こ

どもの成
せいちょう

長の様
よ う す

子や健
けんこう

康状
じょうたい

態を調
しら

べます。

内
な い か

科や歯
し か

科、耳
じ び か

鼻科、眼
が ん か

科検
けんしん

診のほかに、

尿
にょう

検
け ん さ

査（学
がっこう

校へ尿
にょう

を持
も

っていく）などもおこないます。

※日
に ほ ん

本の学
がっこう

校では、 行
ぎょうじ

事も友
とも

だちと一
いっしょ

緒に活
かつどう

動するという勉
べんきょう

強のひとつです。

始
しぎょうしき

業式＊（４月
がつ

）
１年

ねん

の学
がくしゅう

習の始
はじ

まりの式
しき

です。新
あたら

しいクラスと担
たんにん

任の先
せんせい

生が発
はっぴょう

表されま

す。

入
にゅうがくしき

学式＊（４月
がつ

）
入
にゅうがく

学する子
こ

どもたちをお祝
いわ

いする式
しき

です。子
こ

どもと保
ほ ご

護者
しゃ

はふだん着
ぎ

ではな

く、イラストのような服
ふくそう

装で行
い

きましょう。授
じゅぎょう

業はなく、半
はんにち

日で終
お

わります。



Cerimônia de 
encerramento 

Cerimônia de encerramento do 
período. Receberá Boletim de 
Comunicação （→ p.12）.

Cerimônia de 
encerramento (março)

Cerimônia de encerramento do ano 
letivo.

Cerimônia de formatura 
(março)

Cerimônia de término do Ensino 
Fundamental I (SHOUGAKKO).

３. Apresentação de eventos escolares

Gincana esportiva
Divertem-se cooperando com os companheiros nas competições e  
apresentações de danças. É realizado na primavera ou no outono.  No 
almoço comem OBENTO junto com os pais ou responsáveis. 

Excursão (visita de 
Estudos sociais)

Vão aos parques, museus, e estudam a natureza, 
a história e a cultura.（artigos para levar → p.8）.

Viagem escolar
No 6.O ano há viagem de estudos pernoitando 
1 ou 2 noites.  Ao viajarem todos juntos, aprofundam 
a interação com professores e colegas.

Viagem de 
Estudos sociais 
（acampamento）

Professores e alunos, pernoitam na escola ou em outro lugar.  
Fazem caminhada e cozinham.（artigos para levar → p.8）

Treinamento de 
refúgio

O treinamento é para se precaver em casos de incêndios, terremotos, 
tsunami, etc.  Conhecerá formas de se refugiar rápido e em segurança. 
Usam-se capuz de proteção, capacete, etc.（artigos para levar → p.7）

Eventos Conteúdo

Medição de peso e 
altura

O professor encarregado da enfermaria da escola, medirá o peso e a 
altura da criança periodicamente durante o ano.

Exame médico

Examinam estado de saúde e crescimento da criança.  
Além dos exames de clínica geral, odontologia, 
otorrinolaringologia, oftamologia, fazem exame 
de urina (coletar e levar para escola) também. 

※ Faz parte da atividade educacional nas escolas japonesas participar com os colegas nos eventos 
　 escolares.

Cerimônia de início 
(abril)

Cerimônia de início do ano letivo. Será anunciada a turma e o professor 
encarregado. 

Cerimônia de ingresso 
(abril)

Cerimônia de entrada dos novos alunos.  As crianças e os pais e 
responsáveis vão com a roupa conforme a ilustração (não se usa roupa do 
dia a dia).  Não há aula e a duração é de meio período.

3
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４.小
しょうがっこう

学校の１日
に ち

①（スケジュール）

●放
ほ う か ご

課後児
じ ど う

童クラブ（学
がくどう

童保
ほ い く

育）＊

室
しつない

内ではカードゲームやボードゲーム、 お絵
え

かき、 ブロックなどで遊
あそ

びます。 外
そと

で遊
あそ

んだりもします。

　対
たいしょう

象 ： 仕
し ご と

事や病
びょうき

気、 介
か い ご

護などで、 保
ほ ご

護者
しゃ

がお昼
ひる

に家
いえ

にいない家
か て い

庭の小
しょうがくせい

学生。

　目
もくてき

的 ： 放
ほう

課
か ご

後の時
じ か ん

間に、 子
こ

どもが安
あんぜん

全に安
あんしん

心して過
す

ごせる場
ば し ょ

所を提
ていきょう

供します。

　お金
かね

： お金
かね

がかかります。 場
ば し ょ

所によって値
ね だ ん

段がちがいます。

★申
もう

し込
こ

みの方
ほうほう

法は場
ば し ょ

所によってちがうので、 先
せんせい

生に聞
き

いてください。

学
がっこう

校があるのは月
げつ

～金
きん

曜
よ う び

日です。 土
ど

曜
よ う び

日 ・ 日
にち

曜
よ う び

日 ・ 祝
しゅくじつ

日はお休
やす

みです。 　　　

★土
ど

曜
よ う び

日・日
にち

曜
よ う び

日に行
ぎょうじ

事があったときは、月
げつ

曜
よ う び

日が代
か

わりに休
やす

みになることがあります（代
だいきゅう

休と言
い

います）。

　学
がっこう

校からのお便
たよ

りや子
こ

どもの連
れんらくちょう

絡帳などを確
かくにん

認しましょう。

登
とうこう

校 ： 学
がっこう

校へは決
き

められた道
みち

（通
つ う が く ろ

学路）を通
とお

って歩
ある

いていきます。

　　　家
いえ

の近
ちか

い子
こ

どもたちが集
あつ

まって、 集
しゅうだん

団で登
とうこう

校する学
がっこう

校もあります。

　　　学
がっこう

校についたら、 上
うわ

ばきにはきかえます。

朝
あさ

の会
かい

： きょうの予
よ て い

定などを話
はな

します。

授
じゅぎょう

業 ： 時
じ か ん わ り

間割は学
がくねん

年や曜
よ う び

日によってちがいます。

　　　授
じゅぎょう

業と授
じゅぎょう

業の間
あいだ

に休
やす

み時
じ か ん

間があります（トイレは休
やす

み時
じ か ん

間に行
い

きます）。

お昼
ひる

ごはん ： みんなで給
きゅうしょく

食を食
た

べます。

そうじ ：	みんなで教
きょうしつ

室や学
がっこう

校のそうじをします。

　　　 	お昼
ひる

の長
なが

い休
やす

み時
じ か ん

間には、 校
こうてい

庭や教
きょうしつ

室で遊
あそ

びます。

授
じゅぎょう

業 ： みんなで午
ご ご

後の授
じゅぎょう

業を受
う

けます。

　　　学
がくねん

年、 曜
よ う び

日によって終
お

わる時
じ か ん

間がちがいます。

帰
かえ

りの会
かい

： 次
つぎ

の日
ひ

の予
よ て い

定や準
じゅんび

備の確
かくにん

認をします。

下
げ こ う

校 ： 友
とも

だちと帰
かえ

ります。 学
がくねん

年や曜
よ う び

日によって下
げ こ う じ か ん

校時間がちがいます。

　　　いちど家
いえ

に帰
かえ

ってから、 外
そと

に遊
あそ

びに行
い

ったりします。

ごろ

ごろ

午
ご ご

後

8：00

12：30



４. 	Programação diária no Ensino Fundamental I 
     ① (horário)

● Clube das crianças após o término das aulas
Na sala brincam de jogos de cartas, jogos de tabuleiros, desenho, blocos, etc. Ou podem brincar ao ar 
livre.
　Para quem : Para alunos do Ensino Fundamental I em que os pais ou responsáveis não estão em casa  
　　　　　　  devido ao trabalho, doença ou estar cuidando de doentes.
　Objetivo : Oferecer um local às crianças onde possam ficar em segurança após o término das aulas
　Taxas : O valor varia conforme o local.
★ A forma de inscrição varia conforme o local. Pergunte ao professor.

A escola funciona de segunda à sexta-feira. Sábado, domingo e feriado não tem aula.
★ Quando tem algum evento no sábado ou no domingo, pode ser que na segunda-feira não tenha aula 
　 (DAIKYU).  Verifique o comunicado da escola ou caderno de comunicação do filho.

Ida à escola ： Ir à escola a pé pela rota obrigatória.  Tem escola que 
faz a locomoção agrupando as crianças da mesma área.  Chegando na 
escola, troca-se o sapato pelo calçado para uso interno (UWABAKI).

Reunião matinal： Aviso da programação do dia.

Aulas： O número de horas de aula é diferente para cada dia da 
semana e série.  Há um intervalo entre as aulas (ir ao banheiro durante o 
intervalo).

Almoço： Todos comem a merenda escolar.

Limpeza： Todos limpam a sala de aula e a escola.
  No intervalo da tarde brincam no pátio da escola ou na sala de aula.

Aulas： Aulas do período da tarde.
  O horário de término das aulas é diferente para cada dia da semana e 
série.

Reunião de saída： Verificação da programação e preparação do dia 
seguinte.

Sair da escola： Vão embora com os colegas. O horário de saída da 
escola é diferente para cada dia da semana e série. Voltam para casa 
e depois saem para brincar.

Por volta 
das

8:00

Por volta 
das

12:30

Período 
da tarde

4
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５.小
しょうがっこう

学校の１日
に ち

②（内
な い よ う

容）

●登
とうげこう

下校

	・	子
こ

どもが学
がっこう

校へ行
い

く道
みち

は、 学
がっこう

校が決
き

めます（「通
つ う が く ろ

学路＊」 といいます）。

	・	安
あんぜん

全のために、 子
こ

どもは必
かなら

ず通
つ う が く ろ

学路を歩
ある

いて学
がっこう

校へ行
い

きます。

	・	通
つ う が く ろ

学路ではない道
みち

を通
とお

って登
と う げ こ う

下校し、 事
じ こ

故にあった場
ば あ い

合は、

		保
ほ け ん

険（→ p.9）の対
たいしょう

象とならないことがあります。

	・	学
がっこう

校へグループで行
い

くことがあります（「登
とうこうはん

校班」 といいます）。

		集
あつ

まる時
じ か ん

間や場
ば し ょ

所が決
き

まっているので、 確
かくにん

認してください。

●給
きゅうしょく

食＊

	・	お昼
ひる

に給
きゅうしょく

食が出
で

ます。 教
きょうしつ

室でみんなと一
いっしょ

緒に食
た

べます。

	・	準
じゅんび

備と片
かた

づけは給
きゅうしょく

食当
とうばん

番＊の子
こ

どもが順
じゅんばん

番でします。当
とうばん

番はマスク＊と学
がっこう

校にある白
は く い

衣＊を使
つか

います。

	・	白
は く い

衣は当
とうばん

番が金
き ん よ う び

曜日に家
いえ

に持
も

ち帰
かえ

って洗
せんたく

濯し、 アイロンをかけて月
げ つ よ う び

曜日に必
かなら

ず持
も

っていきます。

★夏
なつ

休
やす

みや冬
ふゆ

休
やす

み、 春
はる

休
やす

みなどの前
ぜ ん ご

後は授
じゅぎょう

業が午
ごぜんちゅう

前中で終
お

わるので、 給
きゅうしょく

食はありません。

		月
げっかん

間予
よ て い

定表
ひょう

などで確
かくにん

認してください。

●お弁
べんとう

当＊

	・	運
うんどうかい

動会や遠
えんそく

足などの日
ひ

には、 お弁
べんとう

当と水
すい

とうを持
も

っていきます。

	・	朝
あさ

作
つく

ったものを昼
ひる

に食
た

べるので、 汁
し る け

気の少
すく

ないものや、 腐
く さ

りにくいものを用
よ う い

意してください。

	・	お弁
べんとう

当を用
よ う い

意するのが大
たいへん

変なときは、 買
か

ったものを弁
べんとう

当箱
ばこ

に

		詰
つ

めるだけでも大
だいじょうぶ

丈夫です。

	・	水
すい

とうの中
な か み

身は水
みず

かお茶
ちゃ

などと決
き

められている場
ば あ い

合があります。

		担
たんにん

任の先
せんせい

生に確
かくにん

認してください。

●そうじ＊

	・	子
こ

どもたちは、 毎
まいにち

日学
がっこう

校の中
なか

をそうじします。

	・	グループに分
わ

かれて、 教
きょうしつ

室や廊
ろ う か

下や階
かいだん

段などをきれいにします。

	・	自
じ ぶ ん

分たちが使
つか

う場
ば し ょ

所を、 みんなで協
きょうりょく

力してきれいにすることも、

		大
たいせつ

切な教
きょういく

育活
かつどう

動のひとつです。

	・	各
かく

学
が っ き

期の終
お

わりには大
おお

そうじがあります。 いつも以
いじょう

上に学
がっこう

校の中
なか

をきれいにします。

アレルギー ・宗
しゅうきょう

教などで、

食
た

べられないものがあるときは、

学
がっこう

校に相
そうだん

談してください。



●	Ida e volta da escola 
	・	A escola decide a rota de ida e volta da escola. (TSUGAKURO)
	・	Por questão de segurança, as crianças vão a pé para a escola 
	 	 seguindo a “rota escolar” .
	・	Se por acaso, o aluno for ou voltar da escola por uma rota 
	 	 diferente e se acidentar, pode ser que não tenha direito ao seguro 
	 	 médico ( → p.9).
	・	Pode ser que a locomoção para a escola seja em grupo (TOKOHAN). 
	 	 Verifique sem falta o horário e o local de agrupamento.

●	Merenda escolar
	・	Serve-se merenda escolar no almoço. Todos comem juntos na sala de aula.
	・	Os alunos encarregados fazem a preparação e a limpeza. Usam máscara e avental branco que 
	 	 tem na escola.
	・	Na sexta-feira os alunos encarregados levam o avental para casa, lavam e passam ferro. E na 
	 	 segunda-feira levam de volta para escola sem falta.
★	Nas vésperas das férias de verão, inverno e primavera, as aulas terminam no período da manhã. 
	 	Por isso não há merenda escolar. Verifique no calendário de programação mensal.

●	Marmita (OBENTO)
	・	No dia da gincana esportiva ou excursão, levam marmita e garrafa térmica.
	・	Como comerão no almoço o que foi feito de manhã, prepare comida de pouco líquido e que não 
	 	 estrague fácil.
	・	Quando for difícil de preparar a marmita, poderá colocar na 
	 	 lancheira aquilo que foi comprado.
	・	Na garrafa térmica geralmente poderá conter somente chá 
	 	 ou água. Consulte o professor encarregado.

●	Limpeza
	・	Os alunos fazem a limpeza da escola todos os dias.
	・	Dividem-se em grupos e revezam na limpeza da sala de aula, corredor, 
	 	 escadaria, etc.
	・	Cooperam entre si para manter limpo o local que usam. É uma 
	 	 importante atividade educacional.
	・	No final de cada período há uma grande limpeza. Limpam a escola 
	 	mais do que o habitual.

Consulte a escola se tiver 
alguma comida que não possa 
ingerir por motivo de alergia ou 
religião.

5
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６.勉
べんきょう

強すること

　授
じゅぎょう

業について

	・	ひとつの教
きょうか

科の授
じゅぎょう

業時
じ か ん

間は 45 分
ふんかん

間です。

	・	担
たんにん

任の先
せんせい

生がほとんどの教
きょうか

科を教
おし

えますが、 音
おんがく

楽や家
か て い か

庭科など先
せんせい

生が変
か

わることもあります。

	・	教
きょうか

科によって、 教
きょうしつ

室が変
か

わるときもあります。

教
きょうか

科の名
な ま え

前 学
がくしゅう

習の内
ないよう

容

国
こ く ご

語 日
に ほ ん ご

本語の文
も じ

字や言
こ と ば

葉を学
まな

んだり、文
ぶんしょう

章を読
よ

んだり、作
さくぶん

文を書
か

いたりします。

書
しょしゃ

写 日
に ほ ん ご

本語の文
も じ

字をペンや筆
ふで

できれいに書
か

く練
れんしゅう

習をします。

社
しゃかい

会（３～６年
ねんせい

生） 地
ち り

理、歴
れ き し

史、政
せ い じ

治の学
がくしゅう

習をします。

算
さんすう

数 計
けいさん

算や図
ず け い

形の学
がくしゅう

習をします。

理
り か

科（３～６年
ねんせい

生） 自
し ぜ ん

然、科
か が く

学の学
がくしゅう

習をします。

生
せいかつ

活（１、２年
ねんせい

生） 身
み ぢ か

近な自
し ぜ ん

然や社
しゃかい

会についての学
がくしゅう

習をします。

音
おんがく

楽 歌
うた

を歌
うた

ったり、楽
が っ き

器を演
えんそう

奏したり、音
おんがく

楽を聴
き

いたりします。

図
ず が

画工
こうさく

作 絵
え

を描
か

いたり、物
もの

を作
つく

ったりします。

家
か て い か

庭科（５、６年
ねんせい

生） 料
りょうり

理や縫
ぬ

い物
もの

などのやり方
かた

や暮
く

らしについて学
まな

びます。

体
たいいく

育
スポーツをしたり、体

からだ

について勉
べんきょう

強したりします。夏
なつ

には水
すいえい

泳もあります。

教
きょうしつ

室で体
たい

そう着
ぎ

や水
み ず ぎ

着に着
き

がえます。

外
がいこくご

国語（英
え い ご

語） 英
え い ご

語の学
がくしゅう

習をします。

総
そうごう

合的
てき

な学
がくしゅう

習の時
じ か ん

間

（３～６年
ねんせい

生）
身
み

のまわりの中
なか

から課
か だ い

題を見
み

つけ、調
しら

べ、学
まな

びます。

道
どうとく

徳 生
せいめい

命を大
たいせつ

切にする心
こころ

や他
た に ん

人を思
おも

いやる心
こころ

を学
まな

びます。

学
がっきゅう

級活
かつどう

動
クラスのことをみんなで話

はな

し合
あ

って決
き

め、役
やくわり

割をもって生
せいかつ

活します。また、

自
じ ぶ ん

分の生
せいかつ

活や将
しょうらい

来のことについて学
まな

びます。

児
じどうかい

童会活
かつどう

動 学
がっこう

校生
せいかつ

活をよくするための活
かつどう

動をします。いろいろな委
いいんかい

員会があります。

クラブ活
かつどう

動 好
す

きなことが一
いっしょ

緒の子
こ

どもたちが集
あつ

まって活
かつどう

動します。

学
がっこう

校行
ぎょうじ

事 運
うんどうかい

動会や遠
えんそく

足、修
しゅうがく

学旅
りょこう

行なども大
たいせつ

切な勉
べんきょう

強のひとつです。

●クラブ活
かつどう

動（４年
ねんせい

生以
いじょう

上）

いろいろなクラブがあって、 好
す

きなクラブを選
えら

べます。

くわしくは担
たんにん

任の先
せんせい

生に聞
き

いてみてください。

例
れい

】 サッカー、 陸
りくじょう

上、 バスケットボール、 卓
たっきゅう

球、

バドミントン、 ダンス、 音
おんがく

楽、 科
か が く

学、 図
ず が

画工
こうさく

作など

●委
いいんかい

員会（５、６年
ねんせい

生）

子
こ

どもたちが責
せきにん

任をもって学
がっこう

校づくりの役
やくわり

割を受
う

け持
も

ち、

学
がっこう

校生
せいかつ

活をよくするために活
かつどう

動します。

例
れい

】 図
と し ょ

書委
いいんかい

員会、 放
ほうそう

送委
いいんかい

員会、 保
ほ け ん

健委
いいんかい

員会、 生
せいかつ

活委
いいんかい

員会、

給
きゅうしょく

食委
いいんかい

員会、 飼
し い く

育委
いいんかい

員会など



６. O que estudam
　Sobre as aulas
	・	A duração de cada aula é de 45 minutos. 
	・	O professor encarregado ensina a maioria das matérias. Porém, pode ser que o 
	 	 professor seja diferente nas aulas de música, educação doméstica, etc.
	・	Dependendo da matéria também, pode ser que a aula seja numa sala diferente.

Atividades em classe
Levar a vida escolar com cada um tendo um papel dentro da classe e 
decide-se com a participação de todos. Além disso, aprende-se sobre a sua 
vida cotidiana e futura.

Atividades de comissão de 
alunos

Realiza-se atividades para melhorar a convivência escolar. Há vários 
comissões de alunos.

Atividades de clube
Reúne-se alunos com os mesmos interesses para realizar atividades 
juntos.

Eventos escolares
Gincana esportiva, excursão, viagem com pernoite, etc, também   fazem 
parte de estudos importantes.

● Atividades de clubes（4.O ano~）
Poderá escolher dentre os vários clubes. Pergunte 
ao professor encarregado.
Ex】Futebol, atletismo, basquete, tênis de mesa, 
badminton, dança, música, ciência, desenhos e 
trabalhos manuais, etc.

● Comissão de alunos（５.O, ６.O ano）

Os alunos assumem responsabilidades e realizam 
atividades para melhorar a vida escolar.
Ex】Biblioteca, divulgação, saúde, vida cotidiana, 
merenda escolar, cuidar de animais, etc.

Matérias Conteúdo

Língua e literatura japonesa
Aprende-se a escrever os caracteres e palavras da língua japonesa e redação, ler 
textos.

Caligrafia Pratica a escrita de caracteres da língua japonesa com caneta e pincel.

Estudos sociais
（3.O ～ 6.O  ano） Aprende-se geografia, história e política.

Matemática Aprende-se cálculos e geometria.

Ciências（3.O ～ 6.O ano） Estudo da natureza e ciência.

Vivência（1.O,  2.O ano） Estuda-se sobre a natureza e a sociedade.

Música Cantar, tocar instrumentos musicais, ouvir músicas, etc.

Artes e ofícios Desenhar, realizar trabalhos manuais, etc.

Educação doméstica
（5.O, 6.O ano）

Aprende-se sobre culinária, costura, atividades da vida diária.

Educação física
Praticar esportes e estudar a respeito do corpo humano. No verão há natação. 
Trocar de roupa para uniforme de Educação física ou maiô na sala de aula.

Língua estrangeira（Inglês） Estudo de inglês.

Estudos integrados
（3.O ～ 6.O  ano）

Buscar por si próprio o tema a pesquisar para aprendizagem.

Educação moral Respeito à vida e ao próximo.

6
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７.入
にゅうがく

学の準
じ ゅ ん び

備

　持
も

ち物
もの

	・	持
も

ち物
もの

すべてに学
がくねん

年、 組
くみ

、 名
な ま え

前を油
ゆ せ い

性ペン（消
き

えないペン）ではっきり書
か

いてください。

	・	子
こ

どもにもわかるように、 ひらがなで書
か

きましょう。

	・	鉛
えんぴつ

筆１
いっぽん

本１
いっぽん

本にも名
な ま え

前を書
か

くようにしましょう。

★学
がっこう

校によってちがうものもあるので、 担
たんにん

任の先
せんせい

生に確
かくにん

認しましょう。

★学
がくねん

年や学
が っ き

期の途
とちゅう

中から学
がっこう

校に入
はい

る場
ば あ い

合、 何
なに

を買
か

わなければならないか、 先
せんせい

生に聞
き

いてください。

ランドセル 筆
ふでばこ

箱 鉛
えんぴつ

筆（Bか2B）５本
ほん

、

赤
あかえんぴつ

鉛筆

鉛
えんぴつ

筆けずり

消
け

しゴム 名
な ま え

前ペン 連
れんらく

絡帳
ちょう

、連
れんらく

絡袋
ぶくろ

下
し た じ

敷き

上
うわ

ばき、上
うわ

ばき袋
ぶくろ

給
きゅうしょく

食袋
ぶくろ

、ナフキン マスク お道
ど う ぐ

具箱
ばこ

のり はさみ 色
いろえんぴつ

鉛筆かクレヨン セロテープ

防
ぼうさい

災ずきん ぞうきん、

せんたくバサミ

水
すいとう

筒 手
て さ

提げかばん

※鉛
えんぴつ

筆は家
いえ

で毎
まいにち

日削
けず

ります。

●いつも使
つか

うもの



７. Preparativos para ingressar na escola

　Artigos necessários 
	・	Escreva	com	caneta	própria	(NAME	PEN)	nome,	série	e	turma	em	todos	os	pertences	com	letra	

	 	 legível.

	・	Escreva	em	hiragana	para	que	a	criança	consiga	ler.

	・	Procure	escrever	nome	em	todos	os	lápis	também.

★	Dependendo	da	escola	pode	ser	que	seja	diferente.	Por	isso,	verifi	que	com	o	professor	encarregado.

★ Se	ingressar	na	escola	no	meio	do	ano	letivo,	pergunte	ao	professor	material	que	deverá	comprar.

Mochila escolar Estojo 5 lápis (B ou 2B), 
1 lápis vermelho

Apontador de lápis

Borracha Name-pen Caderno de 
comunicação, saquinho 

para caderno

Folha plástica 
(SHITAJIKI)

Sapatilha escolar 
com saquinho

Saquinho para a 
refeição, lenço

Máscara Caixa de utensílios

Cola Tesoura Lápis de cor ou giz 
de cera

Fita adesiva

Capuz de proteção Pano de chão 
e prendedor de 

roupas

Garrafa térmica Bolsa de mão

※Apontar	lápis	todos	os	
dias	em	casa.

● De uso diário

roupas
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●教
きょうか

科で使
つか

うもの

ノート（各
かくきょうか

教科） 体
たい

そう着
ぎ

袋
ぶくろ

（体
たい

そう着
ぎ

、赤
あかしろ

白帽
ぼ う し

子）

プールセット（水
み ず ぎ

着、水
すいえいぼう

泳帽、ゴーグル、タオル、

ビニール袋
ぶくろ

）※タオルはゴム付
つき

が便
べ ん り

利

定
じょうぎ

規 三
さんかく

角定
じょうぎ

規 コンパス 分
ぶん

度
ど き

器

絵
え

の具
ぐ

彫
ちょうこくとう

刻刀 書
か

き方
かた

ペン

習
しゅうじ

字道
ど う ぐ

具 鍵
けんばん

盤ハーモニカ リコーダー

（ソプラノ、アルト）
三
さんかくきん

角巾

エプロン 裁
さいほう

縫道
ど う ぐ

具

●遠
えんそく

足で使
つか

うもの

リュックサック ナップザック 敷
しきもの

物、

レジャーシート

雨
あ ま ぐ

具（折
お

りたた

み傘
がさ

、カッパ）

軍
ぐ ん て

手

上
うわ

ばきと体
たい

そう着
ぎ

は、 金
き ん よ う び

曜日に

家
いえ

に持
も

って帰
かえ

って洗
あら

います。

レジャーシート

ねんど（ケース入
い

り、

ねんど板
ばん

、ヘラ）



● Material de uso nas aulas

Caderno
 (para cada matéria)

Saco para uniforme 
de Ed. física, boné 
vermelho/branco

Conjunto de piscina (maiô, touca e óculos de 
natação, toalha de banho, saco plástico)

※Toalha	com	elástico	é	mais	prático.

Régua Esquadro Compasso Transferidor

Massa de modelagem 
(estojo e tabuleiro para 

a massa, espátula)

Tinta guache Canivete escultural Marcador para 
caligrafi a

 (KAKIKATA-PEN)

Conjunto para 
caligrafi a japonesa

Escaleta (pianica) Flauta 
(doce, doce contralto) 

Pano triangular

Avental Conjunto de corte e 
costura

● Artigos de uso nas excursões

Mochila Mochila 
(knapsack)

Esteira de 
plástico para 
forrar o chão

Guarda-chuva 
dobrável, capa de 　　
　　　　　chuva

Luvas de trabalho 
de algodão 

(GUNTE)

vermelho/branco

costura

　　　　　chuva

8
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★学
がっこう

校に行
い

ってはいけない病
びょうき

気

　→インフルエンザ、 はしか、 おたふく、 みずぼうそう、

　　百
ひゃくにち

日ぜき、 風
ふう

しん、 結
けっかく

核など

８.欠
け っ せ き

席・遅
ち こ く

刻・早
そ う た い

退・体
た い い く

育の見
け ん が く

学
欠
けっせき

席＊・遅
ち こ く

刻＊

・学
がっこう

校を休
やす

むときや遅
ち こ く

刻するときは、必
かなら

ず担
たんにん

任の先
せんせい

生に連
れんらく

絡します。

　方
ほうほう

法：①連
れんらくちょう

絡帳に書
か

いて、同
おな

じ登
とうこうはん

校班の人
ひと

か同
おな

じクラスの人
ひと

に渡
わた

す

　　　　②学
がっこう

校に直
ちょくせつ

接電
で ん わ

話する

・日
に ほ ん

本の学
がっこう

校は、体
たいちょう

調が悪
わる

くないかぎり出
しゅっせき

席します。特
とくべつ

別な用
よ う じ

事（冠
かんこうそうさい

婚葬祭など）がなければ休
やす

みません。

・子
こ

どもが学
がっこう

校を休
やす

むときは、学
がっこう

校と保
ほ ご

護者
しゃ

の両
りょうほう

方が、必
かなら

ず知
し

っていなくてはなりません。

・もし連
れんらく

絡しないと、学
がっこう

校から電
で ん わ

話が来
き

ます。電
で ん わ

話には必
かなら

ず出
で

てください。

早
そうたい

退＊（早
はや

く家
いえ

に帰
かえ

ること）

・病
びょういん

院に行
い

くなど特
とくべつ

別な用
よ う じ

事で、学
がっこう

校から早
はや

く帰
かえ

らせたいときにも、担
たんにん

任の先
せんせい

生に連
れんらく

絡します。

・学
がっこう

校で体
からだ

の調
ちょうし

子が悪
わる

くなり、家
いえ

に早
はや

く帰
かえ

るためには、保
ほ ご

護者
しゃ

のお迎
むか

えが必
ひつよう

要です。

 子
こ

どもがひとりで帰
かえ

ることはできません。

体
たいいく

育の見
けんがく

学＊

・風
か ぜ

邪やケガなどのときは、体
たいいく

育の授
じゅぎょう

業を見
けんがく

学することができます。

・見
けんがく

学のためには、保
ほ ご

護者
しゃ

が電
で ん わ

話か連
れんらくちょう

絡帳を使
つか

って学
がっこう

校に連
れんらく

絡しなければなりません。

●伝
つた

え方
かた

●理
り ゆ う

由

休
やす

みます。 Vai faltar à escola.

ちこく します。　○時
じ

に 行
い

きます。 Vai se atrasar. Vai às ○ horas.

そうたい します。　○時
じ

に 帰
かえ

ります。 Saída antecipada. Voltar para casa às ○ horas.

体
たいいく

育を 見
けんがく

学 します。 Assistirá (não participará) à aula de Ed. física.

かぜです。 Está com resfriado. 吐
は

きました。 Vomitou.

熱
ねつ

があります。 Está com febre. 〈病
びょうき

気の名
な ま え

前〉です。 〈nome da doença〉 desu.

頭
あたま

が痛
いた

いです。 Está com dor de cabeça. けがをしました。 Machucou-se.

下
げ り

痢です。 Está com diarréia. 病
びょういん

院に行
い

きます。 Vai ao hospital.

　学
がっこう

校で体
からだ

の調
ちょうし

子が悪
わる

くなったとき
	・	学

がっこう

校には 「保
ほ け ん し つ

健室」 があります。 ケガをしたときは、 養
よ う ご

護の先
せんせい

生が簡
かんたん

単な手
て あ

当てをします。

	・	体
たいちょう

調が悪
わる

いときは、 ベッドで休
やす

むこともできます。 飲
の

み薬
ぐすり

はありません。

	・	家
いえ

に帰
かえ

る必
ひつよう

要があるときは、 学
がっこう

校から連
れんらく

絡があります。 学
がっこう

校に子
こ

どもを迎
むか

えに行
い

ってください。

	・	学
がっこう

校や登
と う げ こ う

下校でけがをして病
びょういん

院に行
い

ったときには、 一
い ち ど

度お金
かね

を払
はら

いますが、 あとからその分
ぶん

の

		お金
かね

を保
ほ け ん

険からもらいます。

★学
がっこう

校が休
やす

みになったり、午
ご ご

後からの授
じゅぎょう

業に

　なるかもしれない天
て ん き

気　→大
おおあめ

雨、 暴
ぼうふう

風、 大
おおゆき

雪など

　※確
かくにん

認方
ほうほう

法は必
かなら

ず学
がっこう

校に聞
き

いてください。



Ausência・ atraso

・Em caso de falta ou atraso, comunique o professor encarregado sem falta.
　Como proceder： ① Escreva no caderno de comunicação e entregue para colega da mesma turma ou 
　　　　　　　　　　para alguém do mesmo grupo (TOKOHAN).
　　　　　　　　  ② Ligue diretamente para a escola.
・Nas escolas japonesas, só falta desde que não esteja se sentindo bem. Se não tiver algum compromisso 
  inadiável (casamento, funeral, etc), não deve faltar.
・Quando a criança for faltar à escola, a escola e os pais ou responsáveis devem estar cientes.
・Se não avisar, receberá ligação da escola. Atenda o telefone sem falta. 

★ Não pode ir à escola se estiver
　→com as doenças como: gripe influenza, 
sarampo, caxumba, catapora, coqueluche, rubéola, 
tutuberculose, etc.

★ Pode ser que as aulas sejam
　suspensas ou ter aula à tarde devido a 
　 → chuva forte, ventania, neve forte, etc.
※Não deixe de perguntar para a escola como 
　verificar sobre o aviso.

８. 	Ausência・ atraso・ saída antecipada・
　  assistir à aula de Ed. física 

Assistir à aula de Ed. física sem participar das atividades

・Em caso de resfriado ou ferimento, poderá apenas assistir à aula de Ed. física.
・Os pais ou responsáveis terão que entrar em contato com a escola por telefone ou caderno de 
  comunicação.

●	Como comunicar

●	Motivo

Yasumi masu. Vai faltar à escola.

Chikoku shimasu. ○ ji ni ikimasu. Vai se atrasar. Vai às ○ horas.

Soutai shimasu. ○ ji ni kaerimasu. Saída antecipada. Voltar para casa às ○ horas.

Taiiku o kengaku shimasu. Assistirá (não participará) à aula de Ed. física.

Kaze desu. Está com resfriado. Haki mashita. Vomitou.

Netsu ga arimasu. Está com febre. 〈……〉desu. 〈nome da doença〉 desu.

Atama ga itai desu. Está com dor de cabeça. Kega o shimashita. Machucou-se.

Geri desu. Está com diarréia. Byoin ni ikimasu. Vai ao hospital.

　Quando passar mal na escola
	・	Na escola há enfermaria. Caso se machuque, professor responsável da enfermaria fará curativo simples.
	・	Se não estiver se sentindo bem, poderá descansar na cama da enfermaria. Não há medicamentos de ingestão.
	・	Caso seja necessário voltar para casa, a escola entrará em contato. Vá buscar a criança na escola.
	・	Quando for ao hospital devido ao ferimento na escola ou durante o trajeto de ida e volta da escola, efetue o 
	 	 pagamento. O seguro de saúde reembolsará depois. 

Em caso de saída antecipada da escola　

・Só em circuntâncias especiais como ir ao hospital, ou quando é necessário voltar cedo para a casa. 
  Avisar o professor encarregado.
・Caso a criança passe mal na escola, os pais ou responsáveis terão que ir até a escola. 
  A criança não poderá voltar para casa sozinha.

9
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９.保
ほ ご

護者
し ゃ

のかたへ

★次
つぎ

のことは担
たんにん

任の先
せんせい

生に必
かなら

ず伝
つた

えてください。

	・	必
かなら

ずつながる連
れんらくさき

絡先（携
けいたい

帯電
で ん わ

話や仕
し ご と

事の電
で ん わ

話番
ばんごう

号など）

	・	家
いえ

や携
けいたい

帯電
で ん わ

話の番
ばんごう

号、 仕
し ご と

事や住
じゅうしょ

所が変
か

わったとき

	・	引
ひ

っ越
こ

しや帰
き こ く

国することが決
き

まったとき

　学
がっこう

校で必
ひつよう

要なお金
かね

	・	小
しょうがっこう

学校の授
じゅぎょうりょう

業料と教
きょうかしょ

科書は無
むりょう

料です。 それ以
い が い

外に、 次
つぎ

のものは保
ほ ご

護者
しゃ

が払
はら

います。

１年
ねんかん

間で必
ひつよう

要なお金
かね

（毎
まいとし

年かかります）

給
きゅうしょくひ

食費、学
がっこう

校でまとめて買
か

う教
きょうざい

材

（ドリル、ワークなど）、文
ぶ ん ぼ う ぐ

房具、

PTA 会
か い ひ

費、遠
えんそく

足・校
こうがい

外学
がくしゅうひ

習費

１年
ねんせい

生　入
にゅうがく

学（転
てんにゅう

入）したときに買
か

う物
もの

の

　　　　費
ひ よ う

用、 ランドセル、 筆
ふでばこ

箱など

６年
ねんせい

生　修
しゅうがく

学旅
り ょ こ う ひ

行費、 卒
そつぎょう

業アルバム代
だい

さらにお金
かね

が

必
ひつよう

要な学
がくねん

年

	・	引
ひ

き落
お

としの場
ば あ い

合、 必
かなら

ず学
がっこう

校指
し て い

定の銀
ぎんこう

行や郵
ゆうびんきょく

便局で口
こ う ざ

座を作
つく

ってください。

	・	現
げんきん

金で払
はら

う場
ば あ い

合は、 集
しゅうきんぶくろ

金袋が渡
わた

されます。

	・	支
し は ら

払いに困
こま

ったときは、 学
がっこう

校へ相
そうだん

談しましょう。

※就
しゅうがく

学援
えんじょ

助制
せ い ど

度 ： 修
しゅうがく

学旅
りょこう

行や勉
べんきょう

強に使
つか

う道
ど う ぐ

具などのお金
かね

に困
こま

ったときは、 助
たす

けてくれる

　　　　　　　　制
せ い ど

度があります。 くわしいことは、 担
たんにん

任の先
せんせい

生に相
そうだん

談してください。

　PTA 活
かつどう

動
	・	PTA とは、 保

ほ ご

護者
しゃ

と先
せんせい

生が協
きょうりょく

力して子
こ

どもたちの生
せいかつ

活をよくするための会
かい

です。

	・	PTA に参
さ ん か

加することで子
こ

どもの学
がっこう

校での様
よ う す

子がわかったり、 ほかの保
ほ ご

護者
しゃ

とも知
し

り合
あ

いになれます。

	・	仕
し ご と

事が忙
いそが

しかったり、 日
に ほ ん ご

本語の心
しんぱい

配があるかもしれませんが、 できることがないか先
せんせい

生に相
そうだん

談してみましょう。

　非
ひじょうじ

常時の下
げ こ う

校

※引
ひ

き取
と

り訓
くんれん

練＊（引
ひ

き渡
わた

し訓
くんれん

練）

	・	災
さいがい

害のときに、 子
こ

どもたちを安
あんぜん

全 ・ 確
かくじつ

実に保
ほ ご

護者
しゃ

に

　引
ひ

き渡
わた

すための訓
くんれん

練です。

	・	必
かなら

ず学
がっこう

校に迎
むか

えに行
い

ってください。

　	どうしても難
むずか

しいときは、 先
せんせい

生に相
そうだん

談してください。

集
しゅうだん

団下
げ こ う

校＊
・災

さいがい

害やあやしい人
ひと

が出
で

たときなど、ひとりで帰
かえ

るのが危
あぶ

ないとき、安
あんぜん

全のために

　近
ちか

くに住
す

んでいる人
ひと

たちと一
いっしょ

緒に帰
かえ

ります。

学
がっこう

校で

大
だいじしん

地震が起
お

きたら

・大
だいじしん

地震のときは、安
あんぜん

全のために、子
こ

どもは家
いえ

に帰
かえ

らないで、学
がっこう

校で保
ほ ご

護者
しゃ

のお迎
むか

え

  を待
ま

つことがあります。

・くわしいことは、学
がっこう

校に聞
き

いてください。

早
そうたい

退
・学

がっこう

校で体
からだ

の調
ちょうし

子が悪
わる

くなり、家
いえ

に早
はや

く帰
かえ

るためには保
ほ ご

護者
しゃ

のお迎
むか

えが必
ひつよう

要です。

・子
こ

どもがひとりで帰
かえ

ることはできません

【あなたの学
がっこう

校の電
で ん わ

話番
ばんごう

号】



９. Aos pais e responsáveis

★ Comunique o professor encarregado
	・	Telefone que poderá entrar em contato com certeza (número de tel. 
	 	 celular, trabalho, etc.)
	・	Em caso de mudança no número de tel. residencial, tel. celular, local 
	 	 de trabalho, endereço, etc.
	・	Quando decidir se mudar ou retornar para seu país de origem.

　Dinheiro necessário na escola
Aulas do ensino fundamental e livros didáticos são gratuitos. Além disso, os pais e responsáveis terão que pagar.

Dinheiro necessário 
todos os anos

Merenda, material didático 
adquirido pela escola (livros de 
exercícios), artigos escolares, cota 
da Associação de Pais e Mestres, 
excursão e atividades externas 
para fins educativos.

Para artigos necessários no 
ingresso (transferência), mochila 
escolar, estojo, etc. 

1.O 
ano

6.O 
ano

viagem educacional, álbum de 
formatura

As séries que 
necessitarão 

de mais 
dinheiro

	・	Em caso de débito automático, deve abrir a conta no banco ou correio 
	 	 determinado pela escola.
	・	Em caso de pagamento à vista, receberá um envelope.
	・	Qualquer dificuldade em relação ao pagamento, consulte a escola. 

※Sistema de Ajuda Escolar：  Dificuldade para pagar viagem de estudo, compra de 
　material de uso escolar, há um sistema de ajuda financeira. Peça informação ao professor.

　Atividades da Associação de Pais e Mestres (PTA)
	・	O PTA é uma associação organizada com a colaboração dos pais e professores em prol de uma vida melhor 
	 	 das crianças.
	・	Participando do PTA, os pais poderão saber sobre o estado da criança na escola, e também fazer amizades 
	 	 com os outros pais. 
	・	Falta de tempo devido ao trabalho, insegurança quanto ao conhecimento da língua japonesa, consulte o 
	 	 professor se não há algo que você possa fazer.

　Retorno para casa em caso de emergência

※	Treino de entrega da criança ao responsável　　
	・	É um treinamento para garantir a segurança da criança quando 
	 	 for entregar ao responsável em caso de desastre. 
	・	Vá buscar na escola sem falta.  Se não for possível, consulte o 
	 	 professor. 

Voltar para casa 
em grupo

・Em caso de desastre ou pessoa estranha na redondeza, quando for perigoso voltar para 
casa sozinha, voltará junto com os colegas que moram nas proximidades por segurança.

Se ocorrer 
grande terremoto 

na escola

・Por uma questão de segurança, caso haja um grande terremoto, a criança não voltará 
para casa. Ficará esperando até que os pais ou responsáveis venham buscar na escola.
・Qualquer dúvida, consulte a escola.

Saída antecipada
・Caso passe mal na escola ou tenha que voltar mais cedo para casa, é necessário  
buscar a criança na escola.
・A criança não pode voltar para casa sozinha.

N.º de telefone da 
sua escola
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1O. 学
が っ こ う

校とのコミュニケーション

　先
せんせい

生とのお話
はなし

	・	日
に ほ ん

本の学
がっこう

校では、 保
ほ ご

護者
しゃ

と先
せんせい

生が子
こ

どものことを話
はな

し合
あ

う機
き か い

会が何
な ん ど

度かあります。

	・	前
まえ

もって手
て が み

紙で日
にってい

程のお知
し

らせが渡
わた

されますので、 日
ひ づ け

付 ・ 時
じ か ん

間 ・ 場
ば し ょ

所を必
かなら

ず確
かくにん

認してください。

家
か て い

庭訪
ほうもん

問＊

・担
たんにん

任の先
せんせい

生が子
こ

どもの家
いえ

に行
い

き、子
こ

どもの学
がっこう

校や家
いえ

での様
よ う す

子について、

  保
ほ ご

護者
しゃ

と話
はな

します。

・話
はな

す時
じ か ん

間は 1O ～ 15 分
ふん

くらいです。家
か て い

庭訪
ほうもん

問のない学
がっこう

校もあります。

個
こ じ ん

人面
めんだん

談＊
・学

がっこう

校で、保
ほ ご

護者
しゃ

と担
たんにん

任の先
せんせい

生の２
ふ た り

人で話
はなし

をするか、保
ほ ご

護者
しゃ

と子
こ

どもと担
たんにん

任

 の先
せんせい

生の３人
にん

で話
はなし

をします。

授
じゅぎょう

業参
さんかん

観＊

・子
こ

どもたちが教
きょうしつ

室でどんな学
がくしゅう

習をしているのか、どう過
す

ごしているのか、

  保
ほ

護
ご

者
しゃ

が見
けんがく

学します。

・働
はたら

いている保
ほ ご

護者
しゃ

のために、土
ど よ う び

曜日におこなう学
がっこう

校もあります。

懇
こんだんかい

談会＊・保
ほ ご

護者
しゃかい

会＊
・授

じゅぎょう

業参
さんかん

観のあとにある先
せんせい

生と保
ほ ご

護者
しゃ

たちの集
あつ

まりです。

・他
ほか

の保
ほ ご

護者
しゃ

と知
し

り合
あ

いになれます。クラスの様
よ う す

子などについて話
はな

します。

※もし困
こま

ったことがあったら、 いつでも担
たんにん

任の先
せんせい

生に相
そうだん

談してください。

◎通
つうやく

訳サポーター

	・	面
めんだん

談などで先
せんせい

生と話
はなし

をするときに、 市
しちょうそん

町村によっては、 通
つうやく

訳をお願
ねが

いすることができます。

	・	くわしくは学
がっこう

校に相
そうだん

談してください。

　学
がっこう

校からの手
て が み

紙

	・	学
がっこう

校では、 持
も

ち物
もの

、 お弁
べんとう

当が必
ひつよう

要な日
ひ

、 学
がっこう

校が早
はや

く終
お

わる日
ひ

、

　	お迎
むか

えが必
ひつよう

要な日
ひ

など、 大
たいせつ

切なことが書
か

かれた手
て が み

紙が配
くば

られます。

　◎４月
がつ

はとくに書
か

かなければいけないプリントがたくさんあります。

	

・	イベントなどの参
さ ん か

加の返
へ ん じ

事が必
ひつよう

要な手
て が み

紙もあります。

　◎申
もうしこみしょ

込書 … 遠
えんそく

足などに行
い

くかどうか、 アルバムを買
か

うかどうかなどを申
もう

し込
こ

む紙
かみ

　◎出
しゅっけつひょう

欠表 … 懇
こんだんかい

談会などのイベントがあるときに、 参
さ ん か

加するか欠
けっせき

席するか伝
つた

える紙
かみ

		◎承
しょうだくしょ

諾書 … 水
すいえい

泳学
がくしゅう

習や宿
しゅくはく

泊学
がくしゅう

習などのときに、 子
こ

どもを参
さ ん か

加させてもよいことを伝
つた

える紙
かみ

	・	たくさんの手
て が み

紙をもらいます。 大
たいせつ

切なものには★
ほしじるし

印などのマークを

　書
か

いてもらうように先
せんせい

生に頼
たの

んでみてください。

	

・	また、 先
せんせい

生に何
なに

が書
か

かれているか、 何
なに

をしなければならないか

　「やさしい日
に ほ ん ご

本語」 で書
か

いてもらうように頼
たの

んでみましょう。

　◎手
て が み

紙が難
むずか

しいときには、 もし日
に ほ ん ご

本語のわかる友
とも

だちや職
しょくば

場の人
ひと

がいたら聞
き

いてみてください。

　　もしだれもいなかったら、 遠
えんりょ

慮しないで先
せんせい

生に相
そうだん

談してください。

手
て が み

紙には、サインかハンコが必
ひつよう

要です。



Visita dos 
professores  à 

residência

・O professor encarregado irá até a casa do aluno e conversará sobre o 
comportamento do aluno em casa e na escola.
・A conversa é de aproximadamente de 10~15 minutos. Têm escolas que não fazem 
visita à residência.

Entrevista 
individual

・Na escola, conversa entre pai ou responsável e professor encarregado, ou entre 
pai ou responsável, aluno e professor encarregado.

Presença dos pais 
na aula

・Assistir à aula para saber sobre o que as crianças estão aprendendo e como 
passam o tempo na sala de aula.
・Há escolas que realizam aos sábados para que os pais que trabalham possam 
comparecer.

Reunião entre os 
pais e professor 

・Reunião realizada após assistir à aula.
・Oportunidade de conhecer outros pais ou responsáveis. Debater alguns assuntos 
como o ambiente da sala de aula.

10. Contatos e comunicações com a escola

	・	Nas escolas do Japão existem ocasiões em que os pais e responsáveis conversam sobre a criança.
	・	Receberá uma carta com antecedência. Certifique-se de verificar a data, a hora e o local.

	・	A escola distribui comunicados contendo informações importantes como, 
	 	 artigos a levar na escola, dia de marmita (OBENTO), dia que sairá cedo 
	 	 da escola, dia em que terá que buscar a criança na escola, etc.
	 	 ◎ Principalmente em abril, terá que preencher muitos formulários.

	・	Carta de aviso sobre eventos da escola em que é necessário confirmar a participação.
	 	 ◎ Formulário de inscrição/solicitação (MOUSHIKOMI-SHO) … se irá ou não na excursão, se comprará 
	 	 　 ou não álbum de formatura, etc.
	 	 ◎ Lista de presença (SHUKKETSU-HYO) … se irá participar ou não em eventos como reunião de debate 
	 	 　 com os pais e o professor (KONDANKAI).
　◎ Formulário de Autorização (SHOUDAKU-SHO) … papel de aviso para autorizar a criança a participar 
　　 da aula de natação, viagem de Est. sociais com pernoites, etc.
 
	・	Receberá muitas cartas de aviso. Se for possível, peça ao professor 
　encarregado para que marque com ★ nos avisos importantes.

	・	Peça ao professor para escrever o conteúdo do comunicado em 
	 	 japonês simples. (YASASHII NIHONGO)
	 	 ◎ Quando o aviso estiver difícil, pergunte (se tiver) para algum amigo ou alguém do trabalho que saiba 
　　 japonês. Porém, se não tiver ninguém, consulte o professor encarregado.

※Se tiver alguma preocupação, consulte o professor encarregado.

◎Suporte de tradutor

	・Quando for conversar com professor, como na entrevista individual, poderá pedir um

	 	  tradutor. 

	・	Consulte a escola. 

　Conversar com os professores

　Comunicados da escola

11

Na carta é necessário ter 
assinatura ou carimbo (HANKO).
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11. 成
せ い せ き

績と学
がくしゅう

習のサポート

　学
がくしゅう

習のサポート

　外
がいこく

国につながる子
こ

どもたちの学
がくしゅう

習をサポートするために、 学
がっこう

校や地
ち い き

域でさまざまな支
し え ん

援があります。

【学
がっこう

校】

　●国
こくさい

際教
きょうしつ

室＊ ： 外
がいこく

国籍
せき

の子
こ

どもが多
おお

くいる小
しょうがっこう

学校には、 国
こくさい

際教
きょうしつ

室があります。

　　　　　　　　担
たんとう

当の先
せんせい

生が、 日
に ほ ん ご

本語や苦
に が て

手な教
きょうか

科の勉
べんきょう

強を一
ひ と り

人ひとりサポートします。

　●日
に ほ ん ご

本語支
し え ん

援 ： 市
しちょうそん

町村によっては、 日
に ほ ん ご

本語がわからない子
こ

どものために日
に ほ ん ご

本語を教
おし

えてくれる人
ひと

や、

　　　　　　　　母
ぼ ご

語が話
はな

せる人
ひと

が学
がっこう

校に来
き

てくれます。 くわしくは、 担
たんにん

任の先
せんせい

生に相
そうだん

談してください。

【地
ち い き

域】

　●日
に ほ ん ご

本語教
きょうしつ

室 ・ 学
がくしゅう

習支
し え ん

援教
きょうしつ

室 ： 子
こ

どものための日
に ほ ん ご

本語教
きょうしつ

室や学
がっこう

校の勉
べんきょう

強を手
て つ だ

伝ってくれる学
がくしゅう

習支
し え ん

援教
きょうしつ

室

　　　　　　　　　　　　　　　がある市
しちょうそん

町村もあります。 担
たんにん

任の先
せんせい

生や相
そうだん

談機
き か ん

関に聞
き

いてみてください。

 先
せんせい

生が子
こ

どもたちについて、 次
つぎ

のようなポイントを見
み

て、 評
ひょうか

価します。

●教
きょうか

科の評
ひょうか

価

　 ・がんばろうとしている気
き も

持ち

　 ・ どれだけわかっているか

　 ・考
かんが

える力
ちから

※そのほかに、 学
がっこう

校でどのように

　過
す

ごしているかが書
か

かれています。

※休
やす

んだ日
にっすう

数や遅
ち こ く

刻 ・ 早
そうたい

退の日
にっすう

数　

　も書
か

いてあります。

	

	・	通
つう

知
ち

表
ひょう

（通
つう

信
しん

簿
ぼ

）は、 学
が っ き

期の最
さ い ご

後の日
ひ

（終
しゅうぎょうしき

業式）にもらいます。

	・	その学
が っ き

期の子
こ

どもの様
よ う す

子を、 保
ほ ご

護者
しゃ

に知
し

らせるためのものです。

	・	成
せいせき

績だけ見
み

るのではなく、 がんばったこと、 難
むずか

しかったことを子
こ

どもと話
はな

したり、 ほめたり、 はげましたり

　すると、 これからの勉
べんきょう

強をがんばるきっかけになってよいでしょう。

	・	同
おな

じ教
きょうか

科でも、 内
ないよう

容によって成
せいせき

績が変
か

わることもあります。 たとえば、 算
さんすう

数のなかでも、 計
けいさん

算は得
と く い

意だっ

　たが、 図
ず け い

形は苦
に が て

手で成
せいせき

績が下
さ

がったりします。

	・	気
き

になること・学
がっこう

校に知
し

ってもらいたいことを書
か

くところもあります。何
なに

かあれば書
か

いてください。もちろん、

　先
せんせい

生に直
ちょくせつ

接話
はな

してもいいでしょう。

	・	通
つう

知
ち

表
ひょう

（通
つう

信
しん

簿
ぼ

）をもらったら、ハンコを押
お

すか、サインをして、次
つぎ

の学
が っ き

期の最
さいしょ

初の日
ひ

に、先
せんせい

生にわたします。

　通
つう

知
ち

表
ひょう

（通
つう

信
しん

簿
ぼ

）

学
がっこう

校によって表
あらわ

し方
かた

が変
か

わります

がんばれ！ できている

BC A

２１ ３

○△ ◎



　Boletim de Comunicação

11. Notas e suporte nos estudos

O professor avaliará os alunos de acordo com os seguintes pontos.
	
●Avaliação do desempenho nas disciplinas.
　・o esforço do aluno
　・o quanto conseguiu assimilar
　・capacidade de raciocínio

※Além disso, está escrito sobre o 
　comportamento do aluno durante o 
　período letivo.
※Também está escrito sobre total 
　de dias de faltas, atrasos e saída 
　antes do horário.

 	・	Boletim de Comunicação será entregue na cerimônia de encerramento do período.
	・	Para transmitir aos pais e responsáveis sobre o desempenho do aluno nesse período letivo.
	・	Não é somente notas. Veja no que se esforçou, converse com a criança o que foi mais difícil, 
	 	 elogie e dê palavras de apoio, porque isso poderá servir de incentivo para se esforçar nos 
	 	 estudos.
	・	Mesmo sendo da mesma disciplina, poder ser que a nota seja diferente dependendo do 
	 	 conteúdo. Por exemplo, na matemática, foi bem em cálculos, mas como não foi bem na 
	 	 geometria, a nota pode ser mais baixa.

	・	Há um espaço reservado onde poderá escrever se tiver alguma preocupação, ou algo que 
	 	 queira transmitir para o professor. Ou poderá falar diretamente com o professor também.
	・	Quando receber o Boletim de Comunicação, carimbar ou assinar para entregar ao professor 
	 	 no primeiro dia do próximo período.

  Para dar suporte as crianças que têm vínculo com país estrangeiro, há vários tipos de ajuda nas 
escolas e entidades da região.

【Na escola】
　	● Sala internacional： Escola com vários alunos de nacionalidade estrangeira, tem classe 
internacional. Suporte de estudo personalizado, na língua japonesa ou nas matérias com dificuldade, 
pelo professor responsável da sala internacional.
　●Apoio na língua japonesa：  Dependendo da região, há pessoas que ensinam japonês para crianças 
que necessitam e na escola tem suporte na língua materna. Consulte o professor encarregado. 

【Na região】
　● Aula de língua japonesa / apoio nos estudos： tem aula de língua japonesa para crianças e ajuda 
nos estudos da escola. Consulte o professor encarregado ou as entidades.

　Suporte nos estudos

12

Difere na sua denominação e formato segundo a escola

Muito bem

BC A

２１ ３

○△ ◎

Esforce-se!
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12. 日
に ほ ん

本の学
が っ こ う

校のルール

　宗
しゅうきょう

教について

●学
がっこう

校のきまり

	・	アクセサリーや化
けしょう

粧をしてはいけません。

	・	学
がっこう

校にお菓
か し

子やゲームなど、 勉
べんきょう

強に関
かんけい

係ないものをもって行
い

ってはいけません。

	・	ほとんどの小
しょうがっこう

学校は制
せいふく

服はありません。 体
たい

そう着
ぎ

は決
き

められたものを着
き

る学
がっこう

校が多
おお

いです。

	・	学
がっこう

校のきまりは、 守
まも

らなければなりません。

●日
に ほ ん

本の学
がっこう

校の習
しゅうかん

慣

	・	学
がっこう

校に着
つ

いたら、 くつをぬいで下
げ た

駄箱
ばこ

に入
い

れて、 上
うわ

ばきをはきます。

	・	体
たいいく

育のときは、 教
きょうしつ

室で、 体
たい

そう着
ぎ

や水
み ず ぎ

着に着
き

がえます。

●宿
しゅくだい

題＊

	・	宿
しゅくだい

題が毎
まいにち

日出
で

る学
がっこう

校もあります。

	・	ひらがな ・ 漢
か ん じ

字の練
れんしゅう

習や、 計
けいさん

算、 調
しら

べものなどが毎
まいにち

日出
で

ます。

	・	国
こ く ご

語の教
きょうかしょ

科書を声
こえ

に出
だ

して読
よ

む宿
しゅくだい

題も毎
まいにち

日出
で

ます。 「音
おんどく

読＊」と呼
よ

ばれます。音
おんどく

読することで、

		日
に ほ ん ご

本語の言
こ と ば

葉や発
はつおん

音に慣
な

れたり、 話
はなし

の内
ないよう

容がよくわかるようになります。

	・	小
しょうがく

学２年
ねんせい

生の算
さんすう

数では「九
く く

九＊（かけ算
ざん

の覚
おぼ

え方
かた

）」を勉
べんきょう

強します。 「九
く く

九」は２年
ねんせい

生の後
あと

も使
つか

う

		ので、 とても大
たいせつ

切です。 何
なに

も見
み

ないで言
い

えるように練
れんしゅう

習しましょう。 子
こ

ども一
ひ と り

人では難
むずか

しい

		ので、 保
ほ ご

護者
しゃ

の方
かた

も聞
き

いてあげてください。 　　　

●日
に ほ ん

本の学
がっこう

校で学
まな

ぶこと

	・	日
に ほ ん

本の学
がっこう

校では、 国
こ く ご

語や算
さんすう

数、 理
り か

科などだけでなく、 音
おんがく

楽、 体
たいいく

育、 図
ず が

画工
こうさく

作なども大
たいせつ

切

		な教
きょうか

科です。

	・	また、 運
うんどうかい

動会や遠
えんそく

足などの行
ぎょうじ

事も同
おな

じように大
だ い じ

事な勉
べんきょう

強です。

●そうじ

	・	自
じ ぶ ん

分たちが使
つか

う場
ば し ょ

所を、 みんなで協
きょうりょく

力してきれいにすることも、 大
たいせつ

切な活
かつどう

動のひとつです。

	・	当
とうばん

番を決
き

めて、 みんなが順
じゅんばん

番で、 床
ゆか

をぞうきんでふいたり、 ほうきではいたりします。

		トイレそうじもします。

●時
じ か ん

間を守
まも

る

	・	日
に ほ ん

本の社
しゃかい

会では、 時
じ か ん

間を守
まも

ることをとても大
たいせつ

切にします。 だから学
がっこう

校でもすごく大
たいせつ

切にして

		います。

	・	遅
ち こ く

刻はしないように気
き

をつけましょう。

	・	もし遅
おく

れそうなときは、 必
かなら

ず学
がっこう

校に連
れんらく

絡しましょう。

　日
に ほ ん

本の小
しょうがっこう

学校では、 みんなで同
おな

じものを一
いっしょ

緒に食
た

べたり、 決
き

められた体
たい

そう着
ぎ

を着
き

たりすることがありま

す。 宗
しゅうきょう

教が理
り ゆ う

由で、 食
た

べ物
もの

や服
ふくそう

装などに心
しんぱい

配なことがあるときは、 先
せんせい

生に相
そうだん

談してください。 （→ p.15）



12. Regras das escolas japonesas
● Regras das escolas
	・	Não é permitido acessórios e maquiágem.
	・	Não deve levar para escola coisas que não tenha relação com o estudo, como 
	 	 doces ou game.
	・	A maioria das escolas não adota uniforme. 
	 	 Há muitas escolas que adotam uniforme próprio para Ed. física.
 	・	Deve respeitar as regras da escola.

● Rotina diária na escola
	・	Chegando na escola, tira-se o sapato e coloca na sapateira, e calça o calçado 
	 	 próprio para interior da escola (UWABAKI).
	・	Na Ed. física, trocam de roupa na sala de aula para uniforme ou maiô.

● Lição de casa
	・	Tem escola que tem tarefa todos os dias.
	・	Exercícios de hiragana, kanji, aritmética, pesquisas, etc.
	・	Tem tarefa de leitura oral do livro de Língua japonesa. Chama-se (ONDOKU).
 		 Fazendo a leitura oral, aprenderá as palavras e pronúncias do japonês, e 
	 	 compreenderá melhor o conteúdo do texto.
	・	No 2.O ano aprende-se a tabuada. A tabuada é muito importante, pois usará nos 
	 	 anos seguintes. Pratique até conseguir falar sem olhar nada. Como é difícil para 
	 	 uma criança fazer sozinha, os pais e responsáveis também procurem participar.

● O que se aprende na escola japonesa 
	・	Na escola japonesa não aprende somente a Língua japonesa, Matemática ou 
	 	 Ciência. 
	 	 Também são matérias importantes Música, Ed. física, Artes e Ofícios, etc.
	・	E eventos como gincana esportiva e excursões são igualmente importantes.

● Limpeza
	・	Colaborar para manter limpo o local de uso diário, faz parte de uma atividade 
	 	 educacional importante.
	・	São divididos em grupos, onde uns varrem e outros passam pano no chão. Limpam 
	 	 banheiros, também.

● Respeitar o horário
	・	Na sociedade japonesa, respeitar o horário é muito importante. Por isso, na escola 
	 	 também dá muita importância.
	・	Tome cuidado para não se atrasar.
	・	Se achar que não chegará a tempo, avise a escola sem falta.

  Todos comem a mesma comida e vestem o uniforme determinado pela escola.
Se tiver alguma preocupação quanto a comida ou a roupa por questão religiosa, consulte o professor.
（→ p.15）

　Religião

13
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13. 保
ほ ご

護者
し ゃ

に気
き

をつけてほしいこと
　子

こ

どもが安
あんしん

心して学
がっこう

校に通
かよ

うためには、 保
ほ ご

護者
しゃ

のサポートがとても重
じゅうよう

要です。 仕
し ご と

事や家
か じ

事、 子
こ

育
そだ

てなど

で忙
いそが

しいと思
おも

いますが、 できるところから少
すこ

しずつやってみてはいかがでしょうか？

　言
こ と ば

葉や文
ぶ ん か

化、 勉
べんきょう

強など新
あたら

しいところは不
ふ あ ん

安がいっぱいです。 学
がっこう

校に行
い

きたくなくなることもあるかもしれません。

　まずは、 子
こ

どもの話
はなし

を聞
き

いてみましょう。 話
はなし

を聞
き

いてあげることで、 保
ほ ご

護者
しゃ

が 「味
み か た

方でいてくれる」 と子
こ

どもは

安
あんしん

心できます。

　そして気
き

になることがあれば、担
たんにん

任の先
せんせい

生や国
こくさい

際教
きょうしつ

室の先
せんせい

生、または、相
そうだん

談機
き か ん

関（→ p.15）に相
そうだん

談してみましょう。

市
しちょうそん

町村によっては通
つうやく

訳もつけられます。 家
か ぞ く

族で抱
かか

え込
こ

まずに、 誰
だれ

かに相
そうだん

談することが大
だ い じ

事です。

★話
はなし

を聞
き

く

　学
がっこう

校で困
こま

っていること、 楽
たの

しかったこと、 つらかったことなど、 ふだんから話
はなし

を聞
き

いていると、 子
こ

どもが学
がっこう

校でどんな風
ふう

に過
す

ごしているのかがわかります。

　子
こ

どもも保
ほ ご

護者
しゃ

に話
はなし

を聞
き

いてもらえることで安
あんしん

心できます。 また子
こ

どもの様
よ う す

子がおかしいときも

気
き

づきやすくなります。

★宿
しゅくだい

題をするのに寄
よ

り添
そ

う

　宿
しゅくだい

題があるかどうかを確
かくにん

認して、 子
こ

どもが宿
しゅくだい

題をやっているときは

気
き

にかけてあげましょう。 保
ほ ご

護者
しゃ

に見
み ま も

守られていることがはげみにな

ります。 小
しょうがくせい

学生はまだひとりで勉
べんきょう

強するのは難
むずか

しいですからね。

★持
も

ち物
もの

を一
いっしょ

緒に準
じゅんび

備する

　連
れんらくちょう

絡帳や手
て が み

紙を確
かくにん

認しながら、 子
こ

どもと次
つぎ

の日
ひ

の持
も

ち物
もの

を準
じゅんび

備してみましょう。 「一
いっしょ

緒に準
じゅんび

備し

たから大
だいじょうぶ

丈夫！」 という安
あんしん

心感
かん

が生
う

まれ、 学
がっこう

校に行
い

きやすくなります。

★親
おや

子
こ

でコミュニケーションを取
と

れるように

　親
おや

子
こ

できちんとコミュニケーションを取
と

ることはとても大
たいせつ

切です。 小
ちい

さいときは親
おや

の母
ぼ ご

語で会
か い わ

話を

していても、 中
ちゅうがくせい

学生くらいになると、 子
こ

どもはどんどん日
に ほ ん ご

本語を覚
おぼ

え、 親
おや

とのコミュニケーションを

とることが難
むずか

しくなることも多
おお

いです。

　親
おや

の母
ぼ ご

語でも日
に ほ ん ご

本語でも、 どちらでもいいので、 親
おや

子
こ

でコミュニケーションが取
と

れるようにして

ください。

★通
つうやく

訳のために学
がっこう

校を休
やす

ませない

　学
がっこう

校に通
かよ

っている子
こ

どもは、 親
おや

よりも早
はや

く日
に ほ ん ご

本語がうまくなるかもしれません。 でも、 家
いえ

の用
よ う じ

事

で、 学
がっこう

校を休
やす

ませて子
こ

どもに通
つうやく

訳を頼
たの

むのはやめましょう。 授
じゅぎょう

業についていけなくなったり、 友
とも

だ

ちを作
つく

りづらくなってしまいます。

もし子
こ

どもが学
がっこう

校に行
い

きたくないと言
い

ったら



  Língua, cultura, estudos, podem causar muita insegurança. Pode ocorrer de não querer ir à escola.
Primeiramente, vamos ouvir a criança. Ao ouvir o que tem a dizer, a criança se sentirá tranquila por ter 
os pais como aliado.
  Se tiver alguma preocupação, consulte o professor encarregado, professor da sala internacional ou 
entidades de apoio ( → p.15). Dependendo da região tem intérpretes. Não precisa enfrentar o problema 
sozinho. É importante consultar alguém.

Se a criança disser que não quer ir à escola

  Para que a criança possa frequentar a escola de forma tranquila, é muito importante o apoio 
dos pais e responsáveis. Pode ser que devido ao trabalho, afazeres domésticos, cuidar dos 
filhos, o dia a dia seja bastante corrido, mas procurem estar presente na medida do possível.

★ Ouça seu filho
　Ouça o que a criança tem a dizer, se tem alguma preocupação, acontecimentos  
divertidos ou tristes na escola. Se tiver o costume de ouvir no dia a dia, ficará sabendo 
como passa o dia na escola. 
A criança se sentirá tranquila sabendo que tem pais e responsáveis para ouvir quando 
for necessário. E também quando a criança estiver um pouco diferente perceberá com 
mais facilidade.

★ Acompanhar de perto a lição de casa
　 Verifique se tem tarefa e quando estiver fazendo esteja 
atento. Ter pais presentes servirá de estímulo. Por que para 
aluno do Ensino Fundamental I ainda é difícil de estudar sozinho, 
não é mesmo?

★ Arrumar juntos os pertences
　Arrume junto com a criança o material do dia seguinte verificando o caderno de 
comunicação, carta de aviso, etc. Assim a criança se sentirá tranquila, facilitando a ida 
à escola. 

★ Diálogo entre pais e filho
　É muito importante o diálogo entre pais e filho. Quando é pequeno pode ser que 
conversem na língua materna, porém a medida que cresce aprenderá cada vez mais a 
língua japonesa e assim o diálogo com os pais pode se tornar difícil.　Pode ser na língua 
materna dos pais ou na língua japonesa, contanto que possam se dialogar. 

★ Não deixe seu filho faltar à escola para servir de intérprete
　A criança que frequenta escola, pode ser que fique melhor em japonês que os pais. 
Mas, não faça a criança faltar à escola para servir de intérprete por questão familiar. 
Pode ser que fique com dificuldade em acompanhar as aulas e fazer amizades.

13. Cuidados que os pais e responsáveis 
　　devem tomar

14



大
や ま と

和市
し

国
こくさい

際化
か

協
きょうかい

会／

火
か

： 英
えい

語
ご

、 ベトナム語
ご

水
すい

： 英
えい

語
ご

、 タガログ語
ご

木
もく

： 英
えい

語
ご

、 中
ちゅうごく

国語
ご

金
きん

： 英
えい

語
ご

、 スペイン語
ご

O46-265-6O53

http://www.yamato-kokusai.or.jp

大
や ま と

和市
し

深
ふかみにし

見西 1-3-17 市
し み ん

民活
かつどう

動拠
きょてん

点ベテルギウス北
きたかん

館 1 階
かい

15

14. 相
そうだん

談できる機
き か ん

関／

　困
こま

ったことがあったらまずここに！／

　役
やく

に立
た

つページ／

あーすぷらざ／

▼電
で ん わ

話

日
に ほ ん

本語
ご

　　　　　　　　　　　　　　　　O45-896-297O

タガログ語
ご

（火
か

）

ポルトガル語
ご

（水
すい

）

中
ちゅうごく

国語
ご

（木
もく

・ 土
ど

）

スペイン語
ご

（金
きん

）

http://www.earthplaza.jp

▼住
じゅうしょ

所

横
よこはま

浜市
し

栄
さかえく

区小
こ す が や

菅ヶ谷 1-2-1　

神
か な

奈川
がわけん

県立
りつ

地
ち き ゅ う し み ん

球市民かながわプラザ

横
よこはま

浜市
し

国
こくさい

際交
こうりゅう

流協
きょうかい

会（YOKE）／

O45-222-12O9​​

https://www.yokeweb.com

横
よこはま

浜市
し

西
に し く

区みなとみらい 1-1-1

パシフィコ横
よこはま

浜 横
よこはま

浜国
こくさい

際協
きょうりょく

力センター 5F

かながわ日
に ほ ん ご

本語教
きょうしつ

室マップ／

　http://www.kifjp.org/classroom/japanese-list/

イスラームの子どもたちを理
り か い

解するために／

　http://www.kifjp.org/wp/wp-content/uploads/2017/04/Islam_001-008.pdf

※（公
こうざい

財）かながわ国
こくさい

際交
こうりゅう

流財
ざいだん

団が運
うんえい

営するウェブサイトのページ

川
かわさき

崎市
し

国
こくさい

際交
こうりゅう

流センター／

O44-435-7OOO（代
だい

）

https://www.kian.or.jp

川
かわさき

崎市
し

中
なかはら

原区
く

木
き づ き

月祗
ぎおんちょう

園町 2-2

さがみはら国
こくさい

際交
こうりゅう

流ラウンジ／

O42-75O-415O

http://www.sagamihara-international.jp

相
さ が み は ら

模原市
し

中
ちゅうおうく

央区鹿
かぬまだい

沼台 1-9-15

プロミティふちのべビル１階
かい

多
た げ ん ご

言語ナビ／

▼電
で ん わ

話

O45-316-277O

※多
た げ ん ご

言語で対
たいおう

応／

http://www.kifjp.org/kmlc

▼住
じゅうしょ

所

横
よこはま

浜市
し

神
か な

奈川
がわ

区
く

鶴
つるやちょう

屋町 2-24-2

かながわ県
けんみん

民センター 13 階
かい

O45-896-2972

　それ以
い が い

外にも各
か く ち

地に相
そうだん

談できるところがあります（横
よこはま

浜市
し

・川
かわさき

崎市
し

・大
や ま と

和市
し

・相
さがみはら

模原市
し

に住
す

んでいる人
ひと

の場
ば あ い

合）

Lista de classes de Língua japonesa

Para entender as crianças do Islã

Suporte Multilíngue

Associação Internacional de Kawasaki

Entidades para consultas

Se tiver alguma preocupação!

Além disso, há lugares onde poderá fazer consultas (Para os que residem nas cidades de Yokohama, Kawasaki, 
                                                                                                                                            Yamato e Sagamihara)

Páginas (sites) úteis

Earth Plaza

Associação de Yokohama 
para o Intercâmbio e 
Comunicação Internacional

Japonês

Tagalo (terça-feira)

Português (quarta-feira)

Chinês (quinta-feira・sábado)

Espanhol (sexta-feira)

Salão Internacional de Sagamihara

Associação Internacional de Yamato

Terça : Inglês, Vietnamita

Quarta : Inglês, Tagalo

Quinta : Inglês, Chinês

Sexta : Inglês, Espanhol

Serviço de Navegação Multilíngue



発行日 ： 2O19 年 3 月 31 日

発行者 ： ＮＰＯ法人ＡＢＣジャパン

        横浜市鶴見区鶴見中央 1-4-3 共同ビル 5階

   TEL ： O45-55O-3455　FAX ： O45-5O8-1955

制　作 ： ＮＰＯ法人ＡＢＣジャパン

協　力 ：神奈川県教育委員会 教育局支援部 子ども教育支援課

翻　訳 ：アリシア ヨコエ

イラスト ・ デザイン ： スタジオクッカバラ

ようこそ かながわの小学校へ 《ポルトガル語版》

Bem-vindo ao Ensino Fundamental I de Kanagawa




